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アイヌ施策推進地域計画 中間目標評価報告書 

   

実施主体名 計画の名称 （中間）目標年度 

北海道余市町 余市町アイヌ施策推進地域

計画 

令和 4 年度 

 

１．目標の達成状況 
 

アイヌ施策推進地域計画に

おける（中間）目標 

 

目標値 A 

 

 

実績値 B 

 

達成率(%) 

Ｂ／Ａ 

 

備考 

 

よいち水産博物館来館者数 3,480 人/年 2,955 人/年 85％  

旧下ヨイチ運上家来館者数 4,740 人/年 3,044 人/年 64％  

アイヌ文様ラッピング車両

の利用者数 

   R5 年度開始事

業の為中間目

標の設定なし 

 

 

アイヌ施策推進地域計画におけ

る（中間）目標 

 

 

達成状況 

 

 

備考 

よいち水産博物館来館者数 新型コロナウィルス感染症による外出控

え等の影響から目標値の達成に至らなか

った。 

 

旧下ヨイチ運上家来館者数 新型コロナウィルス感染症による外出控

え等の影響から目標値の達成に至らなか

った。 

 

 

余市町アイヌ施策推進事業評価委員会による意見等 

・令和 4 年度は緊急事態宣言が発出されず、コロナ前の施設開館日数となったが、依

然として外出控え等の影響があったことは否めない。令和 5 年度は法的にもコロナ感

染症の扱いが変わる見込みであり、コロナ前の人の流れが戻ると予想される。目標達

成に向けたハード事業は順調に完了しており、ソフト事業も随時計画通り実行される

予定であることから、最終年度の目標達成に向け、各事業を確実に実施されたい。 

 

２．（中間）目標達成のために実施した各事業の進捗状況と効果 

＜観光の振興その他の産業の振興に資する事業＞ 

・アイヌ文化財保存・普及啓発事業（水産博物館の改修・修繕） 

事業の進捗状況 事業実施主体 
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R3 年度-完了 北海道余市町 

  事業の効果 

当該事業の実施により、アイヌ文化の情報発信と文化財の価値が保たれ、来館者がア

イヌの歴史や伝統等の理解を深めることが可能となった。特にアイヌ文化に関する展

示スペースの拡大・リニューアルを行ったことで、今後（コロナ前の人の流れが戻っ

た場合）来館者の増加が期待される。 

<関連目標>よいち水産博物館来館者数 

 

・アイヌの歴史や伝統の継承に関する理解を促進する事業（旧下ヨイチ運上家の展示設備 

整備） 

事業の進捗状況 事業実施主体 

R3 年度-完了 北海道余市町 

  事業の効果 

当該事業の実施により、従前展示されていなかった文化財が常設展示され、来館者が

アイヌの歴史や伝統等の理解を深めることが可能となった。今後（コロナ前の人の流

れが戻った場合）常設展示を目当てとする来館者の増加が期待される。 

<関連目標>旧下ヨイチ運上家来館者数 

 

・定額タクシーによるアイヌ関連施設を巡る観光ルート周遊事業 

事業の進捗状況 事業実施主体 

R2 年度-ロゴデザイン事業完了。 

R4 年度-周遊事業開始※当初 R3 より開始予定であったがコロナの

影響等により R4 から開始。 

北海道余市町 

  事業の効果 

作成したロゴデザインをタクシーステッカーやパンフレット等に使用することにより

町のアイヌ施策全体として一体感を持たせた普及啓発に寄与した。タクシー事業では

アイヌ文化に興味のある方を本町の観光スポットに誘引することができるだけでな

く、本町に観光目的で訪れた方にアイヌ文化の理解促進や普及啓発を促すことができ

た。 

<関連目標>よいち水産博物館来館者数、旧下ヨイチ運上家来館者数 

 

・アイヌ関連施設観光サイン整備事業（看板の設置） 

事業の進捗状況 事業実施主体 

R3 年度-完了 北海道余市町 

  事業の効果 

当該事業の実施により、町内のアイヌ関連施設（よいち水産博物館・旧下ヨイチ運上

家）への誘導・周知が強化され、両施設がもつアイヌ文化の理解促進や普及啓発の機

能を最大限活用されている。 

なお本事業については当初最短のスケジュールで新たな道の駅が整備された際に、こ



 

 - 3 - 

れらとアイヌ関連施設を結ぶ観光サインを整備することも想定していたが、コロナ感

染症等の影響により新たな道の駅整備事業に遅れが生じていることから、本計画期間

内におけるサイン整備事業は R3 年度整備で完了となる見込み。 

<関連目標>よいち水産博物館来館者数、旧下ヨイチ運上家来館者数 

 

・アイヌ文化拠点施設検討事業 

事業の進捗状況 事業実施主体 

R2 年度-完了 北海道余市町 

  事業の効果 

本事業の実施によりアイヌ文化の見える化にあたっての基本的な考え方の整理と文化

拠点施設の整備・運営に関する官民の役割分担が明確化された。本検討内容について

は R4 年度に実施した道の駅の提案募集の実施要領に町が求める要件として記載され、

提案のあった民間事業者からの構想にも盛り込まれている。※民間事業者からの提案

については、民間事業者のノウハウを保護する観点から概要版のみ HP で公開している。

提案内容については現在事業化に向けた協議を進めている。 

新たな道の駅が整備された際には、訪れる観光客や町民に対しアイヌ文化伝承活動に

触れる機会が多く確保され、アイヌ文化への理解促進に寄与する。 

<関連目標>よいち水産博物館来館者数、旧下ヨイチ運上家来館者数 

 

・アイヌ文様ラッピング車両整備事業 

事業の進捗状況 事業実施主体 

R4 年度-運行概要作成、車内に設置する PR パンフレット作成 

R5 年度-実証運行、車両整備 

R6 年度-本格運行 

北海道余市町 

  事業の効果 

本格運行が R6 年度となっているため具体的な効果については今後得られる見込み。R4

年度の運行概要作成において、地域住民への説明会や聞き取りを実施した際には、運

行への期待が多数寄せられたことから本格運行時には一定程度の成果を得られるもの

と見込んでいる。 

<関連目標>アイヌ文様ラッピング車両の利用者数 

 

３．今後の方針等 

・コロナ感染症の影響で、一部事業に遅れが生じ、KPI（施設の来場者）未達成となって

いるが、基幹となる事業は完了しており、今後コロナ感染症に対する社会情勢の回復とと

もに、事業効果が数値として得られる見込みであるため当初の計画通り各事業を実施して

いく。 

 


